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本
パ
ネ
ル
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
（
一
九
一
八
～
一
九
二
二
年
）
か
ら
ち
ょ

う
ど
一
〇
〇
年
に
な
る
こ
と
を
機
に
、
ロ
シ
ア
史
研
究
に
お
い
て
も
日
本

史
研
究
に
お
い
て
も
立
ち
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
の
テ
ー
マ
を
、

多
く
の
分
野
の
専
門
家
が
参
加
し
て
多
角
的
・
集
中
的
に
検
討
し
、
ま
た

ロ
シ
ア
史
研
究
会
の
大
会
で
議
論
す
る
場
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

二
〇
一
八
年
大
会
か
ら
始
め
た
パ
ネ
ル
企
画
の
第
二
弾
で
あ
る
。

　

辛
亥
革
命
（
一
九
一
一
年
）
か
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～

一
九
一
八
年
）、
ロ
シ
ア
革
命
（
一
九
一
七
年
）、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
と

国
際
連
盟
の
成
立
（
一
九
一
九
年
）、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
（
一
九
二
一
～

一
九
二
二
年
）
を
経
て
日
ソ
基
本
条
約
の
締
結
（
一
九
二
五
年
）
に
至
る
東

ア
ジ
ア
の
政
治
外
交
史
研
究
は
、
個
々
の
部
分
に
つ
い
て
緻
密
な
研
究
が

次
々
と
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
シ
ベ
リ
ア
出
兵
史
を

見
直
す
と
こ
ろ
に
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
史
研
究
が
な
か

な
か
進
展
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
こ
の
時
期
の
東
ア
ジ
ア
政
治
外
交
史
研
究

を
制
約
し
、
盲
点
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
の
が
、
今

回
の
パ
ネ
ル
企
画
の
背
景
に
あ
っ
た
問
題
意
識
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
パ
ネ
ル
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
国
際
環
境
理
解
に
関
わ
る
研

究
を
精
力
的
に
進
め
て
い
る
、
世
代
の
異
な
る
三
人
の
専
門
家
に
報
告
を
お

願
い
し
た︵

１
︶。

　

中
谷
直
司
氏
は
、
二
〇
一
六
年
に
千
倉
書
房
か
ら
『
強
い
ア
メ
リ
カ
と
弱

い
ア
メ
リ
カ
の
狭
間
で
─
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
秩
序
を
め
ぐ

る
日
米
英
関
係
』
を
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
要
点
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
交

渉
に
お
け
る
日
本
外
交
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
通
説
的

に
は
、日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
（
一
八
五
六

～
一
九
二
四
）
の
主
唱
す
る
新
外
交
へ
の
対
応
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
中
谷
氏
は
、
こ
の
時
、
外
務
省
で

は
小
村
欣
一
政
務
局
第
一
課
長
（
一
八
八
三
～
一
九
三
〇
年
、
小
村
寿
太
郎

元
外
相
の
子
）
を
中
心
に
、
新
外
交
へ
の
対
応
が
進
め
ら
れ
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

条
約
交
渉
に
反
映
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
少
な
く
と
も
外
務
省
内
に
お

い
て
は
、
新
外
交
に
対
応
し
、
従
来
の
勢
力
圏
外
交
を
脱
却
す
る
流
れ
に
乗

る
こ
と
で
、
外
交
的
に
優
位
な
立
場
を
得
よ
う
と
い
う
立
場
が
、
す
で
に
こ

の
段
階
に
お
い
て
、
政
策
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
う
の
で

パ
ネ
ル
﹁
シ
ベ
リ
ア
出
兵
と
国
際
環
境
﹂

兎
内 

勇
津
流 

念校
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あ
る
。

　

こ
の
時
の
交
渉
に
お
い
て
日
米
間
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
青
島

の
扱
い
で
あ
っ
た
が
、
日
本
は
青
島
を
中
国
に
返
還
し
、
た
だ
し
ド
イ
ツ
の

経
済
的
権
益
を
継
承
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
と
折
り
合
い
を
つ
け
た
。
つ

ま
り
、
領
土
的
拡
張
は
な
く
と
も
、
経
済
的
進
出
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
果

実
が
得
ら
れ
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
外
交
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
は
簡
単
に
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
の
理
由

が
考
え
ら
れ
る
が
、
最
大
の
も
の
は
、
新
外
交
を
提
唱
し
た
当
の
ア
メ
リ
カ

が
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
を
批
准
し
て
国
際
連
盟
に
加
盟
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
外
交
的
信
頼
を
大
き
く
損
ね
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
中
谷
氏
は
こ
れ
を
「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
問
題
」
と
表
現
す
る
）。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
こ
で
国
際
政
治
の
主
導
権
を
手
放
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
を
一
九
二
一
年
十
一
月
か
ら
一
九
二
二
年
二
月

に
か
け
て
開
催
し
、
戦
後
の
新
し
い
国
際
秩
序
づ
く
り
に
乗
り
出
す
こ
と
に

な
っ
た

︵
２
︶ 。

　

中
谷
氏
の
今
回
の
パ
ネ
ル
報
告
「
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
へ
の
道
程

─
日
本

と
イ
ギ
リ
ス
の
会
議
準
備
の
比
較
検
討
」
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
締
結
後

の
日
英
の
外
交
ス
タ
ン
ス
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
今
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制

に
つ
い
て
考
え
る
上
で
の
手
が
か
り
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
日
本
は
、
勢
力
圏
外
交
か
ら

の
転
換
、
門
戸
開
放
・
機
会
均
等
を
支
持
す
る
と
い
う
点
で
、
割
と
一
貫
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お
け
る
山
東
問
題
の
解

決
、
対
華
二
十
一
箇
条
関
連
の
日
中
協
定
、
シ
ベ
リ
ア
撤
兵
宣
言
は
、
こ
の

路
線
上
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
外
務
省
の
実
務
レ
ベ
ル

で
は
、
南
満
州
鉄
道
と
関
東
州
租
借
地
の
期
限
前
返
還
さ
え
も
が
検
討
さ
れ

て
い
た
も
の
の
、
閣
議
に
か
け
ら
れ
た
段
階
で
は
、
期
限
後
の
返
還
可
能
性

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
の
み
と
な
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
訓
令
に
は
、
そ

れ
さ
え
も
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
中
谷
氏
は
、
日

本
政
府
の
上
層
部
と
し
て
は
、
投
資
優
先
権
な
ど
経
済
的
勢
力
範
囲
の
撤
廃

を
超
え
て
、
鉄
道
や
租
借
地
な
ど
有
形
の
権
益
に
問
題
が
波
及
す
る
こ
と
を

拒
否
し
た
も
の
と
論
じ
て
い
る
。

　

一
方
で
こ
の
時
イ
ギ
リ
ス
は
、
む
し
ろ
日
本
よ
り
も
現
状
維
持
的
な
ス
タ

ン
ス
を
と
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
が
中
国
に
お
い
て
海
関
と
塩
税
行
政
に
責
任
者
を
送
り

込
む
と
い
う
形
で
、
統
一
を
維
持
し
、
勢
力
圏
外
交
の
解
体
に
も
対
応
し
な

が
ら
、
効
率
的
に
利
益
を
上
げ
か
つ
政
治
的
影
響
力
を
確
保
す
る
仕
組
み
を

す
で
に
築
い
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

　

し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
が
不
確
実
に
見
え
た
状
況
で
、
日
米
そ
れ
ぞ
れ
と
ど
の
よ
う
に
協
調

し
た
ら
よ
い
の
か
イ
ギ
リ
ス
に
は
迷
い
が
あ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
多
く

の
問
題
を
議
論
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
、
日
英
同
盟
の
更
新
と
海
軍
協
定
な

ど
に
議
題
を
絞
ろ
う
と
す
る
態
度
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
こ
の
時
、
日
本
が

勢
力
圏
撤
廃
外
交
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
経
済
的
進
出
が
自
国
の

権
益
と
衝
突
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
不
安
視
す
る
部
分
が
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
を
準
備
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
日
英
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と
も
「
新
外
交
」
に
呼
応
し
た
東
ア
ジ
ア
秩
序
の
再
編
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、

そ
の
利
害
を
異
に
し
、
協
調
は
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
は
こ
の
時
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
関
心
を
ほ
と
ん
ど
共
有
す
る
こ
と
が
な
く
、

英
米
間
の
協
調
も
ほ
と
ん
ど
実
態
を
持
た
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
中
谷
報

告
の
要
旨
で
あ
る
。

　

パ
リ
講
和
会
議
の
段
階
に
お
い
て
す
で
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
新
外
交
に
よ

る
国
際
関
係
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
に
、
日
本
な
り
の
対
応
が
は
か
ら
れ
て

い
た
と
い
う
見
方
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
、
青
島
占
領
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、

南
洋
進
出
、
そ
し
て
北
樺
太
占
領
と
い
う
大
正
期
の
一
連
の
対
外
進
出
の
動

き
を
、
有
機
的
に
関
連
さ
せ
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る︵

３
︶。

ま
た
、
こ
こ
で
注
意
を
向
け
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
経
済
的
進
出
に

よ
る
非
公
式
帝
国
形
成
と
い
う
路
線
と
の
関
連
性
で
あ
る
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
期
の
経
済
進
出
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、

戦
前
日
本
の
対
外
経
済
進
出
を
精
力
的
に
研
究
し
、『
満
洲
に
お
け
る
政
府

系
企
業
集
団
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
七
年
）
を
は
じ
め
多
く
の
著

書
を
発
表
さ
れ
て
お
ら
れ
る
、
柴
田
善
雅
氏
に
報
告
を
お
願
い
し
た
。
そ
の

報
告
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
期
の
日
本
の
経
済
活
動
の
拡
張
」
は
、
ま
さ
に
そ
の

問
題
を
金
融
と
企
業
進
出
の
両
面
か
ら
論
じ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
始
ま
っ
た
一
九
一
四
年
現
在
、
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
ロ

シ
ア
に
住
む
日
本
人
は
約
四
千
人
で
、
そ
の
半
数
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
住

ん
で
い
た
。
航
路
が
あ
っ
た
長
崎
お
よ
び
敦
賀
を
介
し
た
北
陸
と
の
結
び
つ

き
が
強
く
、
第
十
八
銀
行
（
長
崎
）
が
松
田
銀
行
部
と
い
う
形
で
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
に
支
店
を
設
け
て
い
た
。
法
人
企
業
は
少
な
く
、
松
田
銀
行
部
、
三

井
物
産
、
三
菱
合
資
会
社
、
協
信
洋
行
（
神
戸
）、
鈴
木
商
店
（
神
戸
）
く

ら
い
で
、
あ
と
は
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
と
す
る
個
人
営
業
だ
っ
た
。

　

一
九
一
六
年
に
な
る
と
現
地
日
本
人
数
が
増
加
し
、
十
月
革
命
後
の

一
九
一
七
年
一
二
月
に
『
浦
潮
日
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
。

　

シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
軍
事
費
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
た
め
の
臨
時
軍
事

費
特
別
会
計
を
そ
の
ま
ま
延
長
す
る
形
で
計
上
さ
れ
た
。
こ
の
会
計
の

一
九
一
八
～
一
九
二
五
年
の
支
出
合
計
は
七
億
四
六
〇
〇
万
円
だ
が
、
そ
の

大
部
分
（
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
シ
ベ
リ
ア
出
兵
［
と
北
サ
ハ
リ
ン
占
領
］

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
一
八
年
に
出
兵
が
始
ま
る
と
、
派
遣
軍
は
軍
票
を
持
参
し
て
使
用
し

た
。
現
地
で
は
、
軍
票
と
日
銀
券
の
等
価
交
換
を
保
障
し
て
、
そ
の
価
値
低

落
を
防
い
だ
。

　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
方
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
朝
鮮
銀
行
券
は
あ
ま
り
使
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
出
兵
を
期
に
、
日
銀
券
の
価
値
低
下
を
防
ぐ
バ
ッ

フ
ァ
ー
と
し
て
朝
鮮
銀
行
券
の
流
通
が
促
進
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
ロ
シ
ア
人

労
働
者
へ
の
支
払
い
等
に
は
ル
ー
ブ
ル
が
使
用
さ
れ
、
軍
票
を
発
行
し
て
も

即
座
に
ル
ー
ブ
ル
へ
の
交
換
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
朝
鮮
銀
行

が
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
チ
タ
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、
ブ
ラ
ゴ
ヴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス

ク
の
各
地
に
派
出
所
を
設
け
て
、
軍
票
と
ル
ー
ブ
ル
貨
の
交
換
に
当
た
っ
た
。

朝
鮮
銀
行
は
、
一
九
一
九
年
二
月
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
支
店
を
開
設
し
て
松

田
銀
行
部
の
業
務
を
こ
こ
に
集
約
し
、
一
九
二
二
年
六
月
に
松
田
銀
行
部
を

廃
止
し
た
。
内
戦
期
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
は
、
こ
の
ほ
か
横
浜
正
金
銀
行
、

イ
ギ
リ
ス
系
の
香
港
上
海
銀
行
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
印
度
支
那
銀
行
が
開
店
し
、
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各
国
間
の
競
争
が
あ
っ
た
。

　

浦
潮
派
遣
軍
が
展
開
し
、
地
域
政
権
に
日
本
が
介
入
す
る
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
で
、
朝
鮮
銀
行
券
が
有
力
地
域
通
貨
と
し
て
流
通
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
獲
得
す
る
と
い
う
展
望
は
、
オ
ム
ス
ク
政
府
の
崩
壊
に
よ
っ
て
破
綻
し
た
。

朝
鮮
銀
行
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
支
店
を
通
じ
た
朝
鮮
銀
行
券
の
対
外
決
済
機
能
に

よ
り
、
そ
の
存
在
を
認
知
さ
せ
る
ほ
か
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　

シ
ベ
リ
ア
出
兵
期
、
軍
の
派
遣
さ
れ
た
地
域
で
は
、
大
量
の
軍
用
調
達
が

発
生
し
、
商
業
権
益
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
、
多
く
の
日
本
の
事
業
者
が
シ
ベ

リ
ア
に
進
出
し
た
。
し
か
し
、
一
九
一
九
年
一
一
月
に
オ
ム
ス
ク
政
府
の
崩

壊
が
近
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
出
兵
に
随
伴
し
て
進
出
し
た
日
本
人

事
業
者
の
見
通
し
は
暗
転
し
た
。

　

一
九
二
〇
年
以
降
、
日
本
軍
は
ア
ム
ー
ル
州
、
ザ
バ
イ
カ
ル
州
、
北
部
沿
海

州
の
各
地
か
ら
順
次
撤
兵
し
、
北
樺
太
の
占
領
を
始
め
た
一
方
で
、一
九
二
二

年
一
〇
月
に
大
陸
か
ら
の
撤
兵
を
完
了
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
日
本
人

事
業
者
の
事
業
基
盤
が
縮
小
し
、
多
数
の
事
業
者
が
撤
収
し
、
多
く
の
日
本

人
が
引
き
上
げ
た
。
一
九
二
二
年
の
ウ
ラ
ジ
オ
在
住
日
本
人
は
、
前
年
の
半

分
以
下
と
な
り
、
事
業
者
は
一
九
二
一
年
一
二
月
の
九
五
件
が
一
九
二
二
年

一
二
月
は
二
六
件
と
な
っ
た
。

　

一
九
二
五
年
に
日
ソ
基
本
条
約
が
締
結
さ
れ
、
日
本
軍
は
北
樺
太
か
ら
撤

収
し
た
。

　

こ
の
間
、
沿
海
州
の
木
材
、漁
業
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
経
由
の
大
豆
輸
送

な
ど
の
事
業
が
営
ま
れ
た
が
、
漁
業
以
外
は
い
ず
れ
も
継
続
困
難
と
な
り
、

一
九
三
一
年
に
朝
鮮
銀
行
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
支
店
が
廃
止
さ
れ
、
北
日

本
汽
船
・
川
崎
汽
船
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
航
路
も
一
九
三
二
年
に
休
航
と

な
っ
た
。

　

以
上
、
柴
田
氏
の
報
告
内
容
を
ご
く
大
づ
か
み
で
ま
と
め
て
み
る
と
、
出

兵
時
に
朝
鮮
銀
行
券
を
使
っ
た
金
融
面
の
進
出
を
は
か
り
、
あ
る
程
度
進
ん

だ
も
の
の
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
府
の
瓦
解
・
日
本
軍
の
撤
兵
と
と
も
に
押
し

戻
さ
れ
た
。
企
業
進
出
に
つ
い
て
は
、
出
兵
に
伴
っ
て
一
時
急
速
に
進
展
し

た
も
の
の
、
撤
兵
と
と
も
に
多
く
の
企
業
が
撤
収
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の

成
立
に
よ
っ
て
活
動
が
大
き
く
制
約
さ
れ
、
満
洲
事
変
以
後
の
関
係
悪
化
に

よ
っ
て
と
ど
め
を
刺
さ
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

つ
ま
り
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
お
い
て
は
領
土
拡
張
に
よ
る
進
出
に
代
え
て
、

経
済
的
進
出
を
進
め
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
に

な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
、
同
時
期
の
山
東
や
南
洋
へ
の
進
出
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
大
正
期
の
日
本
の
対
外
進
出
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
が
開
始
す
る
と
、
目
賀
田
種
太
郎
（
一
八
五
三
～

一
九
二
六
年
）
を
長
と
す
る
『
臨
時
シ
ベ
リ
ア
経
済
援
助
委
員
会
』
が
外
務

省
内
に
組
織
さ
れ
、
財
界
を
巻
き
込
ん
で
、
対
米
関
係
を
調
整
し
つ
つ
経

済
進
出
を
進
め
る
こ
と
が
追
求
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
特
に

一
九
二
〇
年
以
降
、
シ
ベ
リ
ア
を
め
ぐ
る
日
米
の
対
立
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。

こ
の
間
成
立
し
た
中
国
を
め
ぐ
る
四
カ
国
借
款
団
（
一
九
二
〇
年
一
〇
月
調

印
）
の
こ
と
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
ど
う
し
て
日
米
が
対
立
す
る
こ
と
に

な
っ
た
か
と
い
う
問
題
を
、
今
後
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う︵

４
︶。

　

三
つ
目
の
報
告
は
、
藤
本
健
太
朗
氏
の
「
日
本
軍
の
撤
兵
問
題
と
極
東
共
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和
国
の
外
交

─
「
緩
衝
国
」の
役
割
を
め
ぐ
っ
て
」
で
あ
る
。
極
東
共
和

国
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
が
日
本
と
の
間
の
地
域
に
設
定
し
た
「
緩
衝

国
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
方
で
も
、
チ
タ
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
北
サ
ハ
リ
ン
等
の
極
東
各
地
に
地
域
政
権
を
樹
立
し
、

「
緩
衝
国
」
と
し
て
影
響
下
に
置
く
こ
と
に
努
め
た︵

５
︶。

こ
れ
は
、
非
公
式
帝

国
の
拡
張
を
め
ぐ
る
日
ソ
（
あ
る
い
は
日
米
ソ︵

６
︶）

の
つ
ば
ぜ
り
合
い
の
一
種

と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
藤
本
氏
の
報
告
は
、
こ
の
極
東
共
和
国
の
対
日
外
交
に
つ
い
て

一
九
二
一
年
を
中
心
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
二
〇
年
一
二
月
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事

会
政
府
が
、
極
東
共
和
国
の
権
威
を
認
め
て
そ
の
一
部
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ

る
と
、
極
東
共
和
国
は
対
日
交
渉
に
乗
り
出
し
、
一
九
二
一
年
二
月
末
に
イ

ン
ノ
ケ
ン
チ
イ
・
コ
ジ
ェ
ヴ
ニ
コ
フ
外
務
次
官
（
一
八
七
九
～
一
九
三
一
年
）

を
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
派
遣
し
て
、
菊
池
義
郎
在
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
総
領

事
・
浦
潮
派
遣
軍
政
務
部
長
（
一
八
七
七
～
一
九
四
四
年
）
と
折
衝
さ
せ
た
。

ま
た
、
四
月
に
イ
グ
ナ
ー
チ
ー
・
ユ
ー
リ
ン
外
相
（
一
八
八
八
～
一
九
三
五

年
）
が
国
家
承
認
・
国
交
正
常
化
を
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
敬

内
閣
は
一
九
二
一
年
五
月
一
三
日
に
、
極
東
共
和
国
と
交
渉
し
て
、
非
共
産

主
義
体
制
の
徹
底
、
黒
竜
江
の
航
行
権
、
軍
事
施
設
の
破
棄
等
の
条
件
で

妥
結
で
き
た
場
合
、
沿
海
州
と
北
満
洲
か
ら
撤
兵
す
る
と
閣
議
決
定
し
た
。

　

こ
の
後
、
六
月
に
ハ
ル
ビ
ン
で
島
田
正
晴
在
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
副
領
事
と

コ
ジ
ェ
ヴ
ニ
コ
フ
の
間
で
交
渉
が
始
ま
る
と
、
コ
ジ
ェ
ヴ
ニ
コ
フ
は
、
日
本

側
に
木
材
や
鉱
業
資
源
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
供
与
を
提
案
し
、
三
井
合
資

会
社
と
の
間
で
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
仮
契
約
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
撤
兵
問
題
、

漁
業
問
題
に
つ
い
て
、
大
連
で
の
協
議
継
続
が
合
意
さ
れ
た
。
し
か
し
、
モ

ス
ク
ワ
は
撤
兵
と
講
和
が
先
と
し
て
、
こ
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
供
与
を
否
認

さ
せ
、
対
日
姿
勢
を
強
硬
な
も
の
に
し
て
、
日
本
が
引
き
下
が
る
こ
と
を
目

指
す
べ
き
と
し
た
。

　

こ
の
間
、
五
月
二
六
日
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
政
変
が
あ
り
、
メ
ル
ク
ー

ロ
フ
兄
弟
の
率
い
る
沿
ア
ム
ー
ル
臨
時
政
府
が
成
立
し
て
、
極
東
共
和
国
は

沿
海
州
南
部
を
失
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
の
対
日
交
渉
ス
タ
ン
ス
の
変
化
に
対
す

る
こ
の
事
件
の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。
モ
ス
ク
ワ
は
、
軍
事
的
な
衝
突
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
経
済
的
進
出
に
も
懸
念
を
抱
い
て
い
た
。
極
東
共
和
国

の
コ
ジ
ェ
ヴ
ニ
コ
フ
ら
が
進
め
た
日
本
と
の
経
済
協
力
路
線
は
、
否
定
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
夏
、
極
東
共
和
国
の
人
事
が
行
わ
れ
て
首
脳
部
が
一
新
さ
れ
た
。

ユ
ー
リ
ン
外
相
は
更
迭
さ
れ
て
ヤ
コ
フ
・
ヤ
ン
ソ
ン
に
代
わ
り
、
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
・
ク
ラ
ス
ノ
シ
チ
ョ
ー
コ
フ
首
相
が
モ
ス
ク
ワ
に
呼
び
出
さ
れ
、
ニ

コ
ラ
イ
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
（
一
八
七
六
～
一
九
五
一
年
）
に
代
わ
っ
た
。

ま
た
、
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ブ
リ
ュ
ヘ
ル
（
一
八
八
九
～
一
九
三
八
年
）
が
極

東
共
和
国
人
民
革
命
軍
の
責
任
者
と
し
て
赴
任
し
た
。

　

こ
の
一
方
で
、ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
チ
チ
ェ
ー
リ
ン
外
務
人
民
委
員
（
一
八
七
二

～
一
九
三
六
年
）
は
、
極
東
共
和
国
以
外
の
対
日
交
渉
ル
ー
ト
を
模
索
し
て

い
た
。
同
年
八
月
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
行
わ
れ
た
川
上
俊
彦
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
公

使
（
一
八
六
一
～
一
九
三
五
年
）
と
レ
フ
・
カ
ラ
ハ
ン
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
全
権

代
表
（
一
八
八
九
～
一
九
三
七
年
）
と
の
会
談
が
そ
れ
で
あ
る
。
チ
チ
ェ
ー
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リ
ン
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
極
東
共
和
国
が
、
役
割
を
分
担
し
て
交

渉
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
、
八
月
下
旬
に
大
連
で
極
東
共
和
国
と
の
交
渉
（
大
連
会
議
）
を

始
め
て
い
た
日
本
は
、
そ
れ
が
ま
と
ま
る
ま
で
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
交

渉
し
な
い
方
針
と
表
明
し
た
た
め
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
会
議
の
結
果
が
出
る
ま
で
大
連
会
議
を
引
き
延
ば
し
た
末
、
譲
歩
を
与
え

ず
決
裂
さ
せ
る
方
針
に
出
た
（
翌
一
九
二
二
年
四
月
に
決
裂
）。

　

藤
本
氏
は
、
以
上
の
交
渉
経
過
に
つ
い
て
、
コ
ジ
ェ
ヴ
ニ
コ
フ
と
チ

チ
ェ
ー
リ
ン
の
間
で
緩
衝
国
の
役
割
に
つ
い
て
認
識
の
相
違
が
あ
っ
た
と
ま

と
め
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
視
点
は
た
い
へ
ん
有
用
で
あ
る
が
、
本

パ
ネ
ル
の
テ
ー
マ
か
ら
見
る
と
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
が
一
九
二
一
年
五

月
ご
ろ
、
日
本
の
非
公
式
帝
国
進
出
を
厳
し
く
否
定
す
る
方
向
に
舵
を
切
り
、

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
な
ど
の
国
際
情
勢
を
活
用
し
て
そ
の
政
策
の
実
現
を
図
る

方
向
に
進
ん
だ
こ
と
に
注
目
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い︵

７
︶。

ま
た
、
こ
の
重
要
ポ

イ
ン
ト
で
生
じ
た
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
の
政
変
に
対
し
て
、
日
本
が
ど
の
よ
う
な

態
度
だ
っ
た
の
か
。
関
与
は
な
か
っ
た
の
か
。
シ
ベ
リ
ア
出
兵
中
の
他
の
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
と
並
ん
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
未
解
明
の
部
分
が
多

く
、
研
究
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
る︵

８
︶。

　

以
上
の
全
体
を
簡
単
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
期
の
日
本
外

交
は
、「
新
外
交
」
を
受
け
入
れ
、
イ
ギ
リ
ス
以
上
に
そ
れ
を
外
交
上
の
武

器
と
し
て
活
用
し
、
植
民
地
の
拡
大
路
線
か
ら
非
公
式
帝
国
的
方
向
へ
の
方

向
修
正
を
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
す
で
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
交
渉
か
ら
見

せ
た
が
、
そ
の
一
方
で
満
蒙
、
お
よ
び
ロ
シ
ア
領
極
東
で
の
特
殊
権
益
確
保

の
こ
だ
わ
り
を
捨
て
き
れ
ず
、
シ
ベ
リ
ア
駐
兵
に
お
い
て
は
、
局
外
中
立
を

建
前
と
し
な
が
ら
、「
親
日
」
政
権
擁
立
の
衝
動
を
捨
て
き
れ
ず
、
結
局
は
、

非
公
式
帝
国
拡
張
の
道
を
い
っ
た
ん
閉
ざ
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

　

当
日
は
、
短
時
間
で
は
あ
る
が
、
充
実
し
た
質
疑
が
あ
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
熱
心
に
参
加
く
だ

さ
っ
た
会
員
・
非
会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

註（
１
）	

つ
い
で
な
が
ら
、
こ
の
「
経
済
権
益
」
の
中
核
を
な
す
も
の
と
見
な
さ
れ
る
山

東
鉄
道
の
接
収
は
、
法
理
的
に
か
な
ら
ず
し
も
す
ん
な
り
説
明
で
き
る
も
の
で

な
く
、
敵
性
資
産
と
認
定
す
る
と
い
う
い
さ
さ
か
荒
っ
ぽ
い
法
解
釈
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
こ
と
を
、
加
藤
陽
子
は
明
ら
か
に
し
た
。
加
藤
陽
子
『
天
皇
と
軍
隊

の
近
代
史
』（
勁
草
書
房
、二
〇
一
九
年
）
第
三
章
「
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
「
戦

後
」
構
想

─
講
和
準
備
委
員
会
と
幣
原
喜
重
郎
」。

（
２
）	

な
お
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
旧
外
交
」

か
ら
「
新
外
交
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
議
論
も

存
在
す
る
。
例
え
ば
、
服
部
龍
二
『
東
ア
ジ
ア
国
際
環
境
の
変
容
と
東
ア
ジ
ア 

一
九
一
八
～
一
九
三
一
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
３
）	
エ
ド
ワ
ル
ド
・
バ
ー
ル
ィ
シ
ェ
フ
は
、
最
近
の
論
文
で
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
お

い
て
日
本
が
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
勢
力
に
対
し
て
実
行
し
た
軍
事
援
助
の
内
容

を
分
析
し
、
最
大
の
援
助
先
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
だ
っ
た
こ
と
、
お
よ

び
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
崩
壊
後
に
実
施
し
た
軍
事
援
助
は
非
常
に
限
定
的
な
も

の
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
際
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し
て
、
連
合
諸
国
と
の
協
調
路
線
を
か
な
り
の
程
度
守
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
現
地
で
日
米
間
の
多
く
の
対
立
が
発
生
し
た
に
せ
よ
、
外
交
政

策
と
し
て
は
国
際
協
調
が
志
向
さ
れ
た
こ
と
の
表
れ
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と

は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
交
渉
で
す
で
に
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
が
は
か
ら
れ
て

い
た
と
す
る
中
谷
氏
の
研
究
と
呼
応
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
エ
ド
ワ
ル
ド
・

バ
ー
ル
ィ
シ
ェ
フ
「
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
諸
勢
力
の
内
戦
闘
争
と
日
本
の
軍

事
的
な
支
援
（
一
九
一
八
～
一
九
二
二
年
）｣

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
一
〇
三
号
、

二
〇
一
九
年
、
四
六
─
七
五
頁
。

（
４
）	

残
念
な
が
ら
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
時
の
経
済
進
出
を
扱
っ
た
仕
事
は
多
く
な
い
。

北
サ
ハ
リ
ン
の
石
油
開
発
を
別
に
す
る
と
、
高
嶋
雅
明
「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

貿
易
と
外
国
為
替
金
融
─
浦
潮
斯
徳
松
田
銀
行
部
の
分
析
を
中
心
と
し
て
」

『
土
地
制
度
史
学
』
一
四
巻
四
号
（
一
九
七
二
年
）、
柴
田
善
雅｢

シ
ベ
リ
ア
出

兵
期
対
露
貿
易
業
者
支
援
策
と
日
露
実
業
株
式
会
社
の
活
動｣

『
東
洋
研
究
』

一
九
五
号
（
二
〇
一
五
年
）、
萩
野
敏
雄
『
日
露
国
際
林
業
関
係
史
論
』（
日
本

林
業
調
査
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
多
田
井
喜
生
『
朝
鮮
銀
行
─
あ
る
円
通
貨

圏
の
興
亡
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
二
〇
〇
二
年
／
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
二
〇

年
〈
再
刊
〉）
な
ど
に
と
ど
ま
る
。
言
葉
の
壁
も
あ
っ
て
か
、П

огребецкий 
А. Д

енеж
ное обращ

ение и денеж
ны

е знаки Д
альнего В

остока за 
период войны

 и револю
ции （1914

─1924

）. Х
арбин, 1924

の
よ
う
な

古
典
的
著
作
も
十
分
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）	

チ
タ
に
は
、
一
九
二
〇
年
一
〇
月
ま
で
ア
タ
マ
ン
・
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
の
政
権

が
あ
っ
た
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
は
、
一
九
二
〇
年
一
月
末
に
成
立
し
た
沿

海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
臨
時
政
府
と
の
間
で
、
同
年
四
月
四
日
夜
武
力
衝

突
が
発
生
し
た
。
こ
の
時
、
日
本
は
新
し
い
政
府
を
つ
く
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て

い
た
が
、
失
敗
し
た
と
さ
れ
る
。И

стория Д
альнего В

остока России. 
т. 1. кн. 1. Д

альний В
осток в период револю

ций 1917 года и 
граж

данской войны
. В

ладивосток, 2003. С
. 370

等
々
。
翌
一
九
二
一

年
五
月
の
政
変
に
よ
る
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
政
府
の
成
立
と
、
そ
の
後
の
メ
ル
ク
ー

ロ
フ
と
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
と
の
交
渉
も
、
こ
の
一
環
と
し
て
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

北
サ
ハ
リ
ン
で
は
、
一
九
二
〇
年
四
月
に
日
本
軍
が
尼
港
事
件
の
対
応
の
一
環

と
し
て
上
陸
し
た
際
、
元
知
事
の
レ
オ
ニ
ー
ド
・
グ
リ
ゴ
ー
リ
エ
フ
を
同
行

し
て
現
地
政
府
を
組
織
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
失
敗
し
た
。H

ara Teruyuki, 
“Japan M

oves N
orth: the Japanese O

ccupation of N
orth Sakhalin 

（1920s

）,” S. K
otkin and D

. W
olff, eds., Rediscovering Russia in Asia: 

Siberia and Russian Far East. 

（A
rm

onk, N
ew

 York: M
.E. Sharpe, 

1995

）, pp. 55

─67. 

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
は
、
一
九
二
〇
年
四
月
の
武
力
衝
突

に
よ
り
革
命
派
が
こ
の
地
域
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
後
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・

リ
ホ
イ
ド
フ
元
市
長
が
担
ぎ
出
さ
れ
た
が
長
続
き
せ
ず
、
十
月
に
日
本
軍
が

撤
収
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
権
力
は
革
命
派
の
手
に
移
っ
た
。Авдеева Н

. А.  
“Х

абаровский фронт в 1920 г.” И
з истории граж

данской войны
 

на Д
альнем В

остоке 

（1918-1922 гг.

） : сборник статей. [вы
п. 1.] 

Х
абаровск, 1999. С

. 75

─95.

（
６
）	

こ
こ
で
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
に
非
公
式
帝
国
を
つ
く
ら
せ
な
い
と
い
う
立

場
か
ら
、
ロ
シ
ア
を
分
割
さ
せ
な
い
よ
う
に
対
応
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Paul D
ukes, “Soviet ‘Foreign Policy’ and the Versailles-W

ashington 
System

.” Ian D
. T

hantcher, ed., R
einterpreting R

evolutionary 
Russia: Essays in H

onor of Jam
es D

. W
hite 

（B
asingstoke: Palgrave 

M
acm

illan, 2006

）, pp. 166

─183 （C
hapter. 10

）
を
参
照
。

（
７
）	

ヤ
ロ
ス
ラ
ブ
・
シ
ュ
ラ
ト
フ
は
、｢

ロ
シ
ア
革
命
と
サ
ハ
リ
ン
─
日
露
関
係

か
ら
日
ソ
関
係
へ（
一
九
一
七
─
一
九
二
二
年
）｣

『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
六
七
号
、

二
〇
二
〇
年
に
お
い
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
対
日
政
策
が
一
九
二
一
年

春
に
転
換
し
た
と
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
理
由
や
背
景
に
つ
い
て
の
検
討

は
特
に
行
っ
て
い
な
い
。

（
８
）	
こ
れ
ま
で
の
大
連
会
議
の
記
述
に
お
い
て
は
、
ど
う
い
う
訳
か
メ
ル
ク
ー
ロ
フ

の
政
変
の
影
響
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
『
新
版 

日
本
外
交
史
辞
典
』（
山
川
出
版
社
、

一
九
九
二
年
）
の
項
目
「
大
連
会
議
」、
百
瀬
孝
「
大
連
会
議
の
交
渉
経
過

─	

大
正
十
年
～
十
一
年
」『
日
本
歴
史
』四
四
三
号（
一
九
八
五
年
）六
〇
～
七
七
頁
、

麻
田
雅
文
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵

─
近
代
日
本
の
忘
れ
ら
れ
た
七
年
戦
争
』（
中

公
新
書
、
二
〇
一
六
年
）
一
八
五
～
一
九
〇
頁
。


